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12 月定例会議案審議
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　平成２８年第４回定例会が、１２月９日から１６日までの８日間の会期で開催されました。
　町からは条例改正３件、平成２８年度補正予算７件、その他の議案や諮問など６件が提出
されました。
　また、議会からは委員会提出議案５件、議員提出議案１件が提出され、慎重な審議が行わ
れました。

　

改
正
に
あ
た
り
、
参
考

に
し
た
基
準
は
。

　

ま
た
、
町
の
負
担
金
の

財
源
は
。

渡
部 

訓
正 

議
員

　

特
に
参
考
に
し
た
基
準

は
な
く
、
今
後
も
各
行
政

区
で
集
会
施
設
を
維
持
す

る
た
め
に
、
高
齢
化
や
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

考
慮
し
て
基
準
額
を
引
き

下
げ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
町
の
負
担
金
は

一
般
財
源
で
賄
い
ま
す
。

農
林
課
長

　

集
会
施
設
以
外
で
、
同

様
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま

す
か
。

渡
部 

訓
正 

議
員

　

一
方
で
、
行
政
区
が
所

有
す
る
集
会
施
設
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
は
集

落
集
会
施
設
建
設
事
業
の

補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正

し
、
同
様
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

集
落
集
会
施
設
の
修
繕
で

　
行
政
区
の
費
用
負
担
を
軽
減

集
会
施
設
等
整
備
事
業
分
担
金
条
例
を
改
正

３ ０ 万 円 未 満 の
改 築 修 繕 費 用 は
行 政 区 が 負 担

今までは・・・
改 築 修 繕 費 用 の
基 準 額 を １ ５ 万 円
未 満 に 引 き 下 げ

平成２９年４月１日から

　

集
会
施
設
は
緊
急
避
難

所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
修
繕
費
の
規
模
に

よ
っ
て
修
理
し
に
く
い
場

合
は
、
避
難
所
と
し
て
の

機
能
低
下
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
維
持
管
理
の
考

え
は
。

星 

登
志
一 

議
員

　

大
規
模
な
施
設
は
修
繕

費
用
も
高
額
に
な
り
、
町

の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま

す
。

　

国
お
よ
び
県
の
補
助
事

業
や
事
業
債
を
積
極
的
に

活
用
し
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
大
規
模
修
繕
を
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
。

星 

登
志
一 

議
員

　

地
域
の
規
模
に
よ
っ

て
、
集
会
所
は
小
さ
な
施

設
で
も
よ
い
と
い
う
考
え

も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
懇
談
を

と
お
し
て
、
今
後
の
維
持

管
理
を
含
め
た
施
設
の
必

要
性
な
ど
を
検
討
し
ま

す
。

町　

長

　

本
件
は
、
町
が
所
有
す

る
施
設
が
対
象
で
す
。

総
合
政
策
課
長

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
よ
り
、
今
後
は
施

設
ご
と
の
管
理
計
画
を
策

定
し
て
有
利
な
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

総
務
課
長

※基準額を超える場合は、行政区と町がそれぞれ２分の１ずつ負担



12 月定例会 議案審議
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議
案
第
１
０
６
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
４
１
４
万
１
千
円
を

追
加
補
正
す
る
理
由
は
。

　

ま
た
、
追
加
補
正
な
の

で
現
状
で
は
未
払
い
が
発

生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
時
期
は
。

貝
田 

美
郎 

議
員

間
伐
材
等
搬
出
促
進
費
補
助
金

農林水
産業費計

画
的
な
予
算
計
上
を

　

当
初
の
計
画
と
実
績
見

込
額
の
差
額
（
下
表
の
と

お
り
）
を
、
追
加
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
９
月
末
ま
で
の

精
算
は
完
了
し
て
お
り
、

以
降
は
未
精
算
で
す
。

農
林
課
長

　

事
業
主
体
で
あ
る
町
森

林
組
合
と
協
議
し
な
が

ら
、
精
算
ま
で
の
手
続
き

な
ど
で
ス
ム
ー
ズ
な
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

農
林
課
長

　

10
月
以
降
、
約
２
カ
月

間
未
払
い
の
状
態
で
す
。

　

平
成
29
年
度
も
実
施
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
未
払
い

が
発
生
し
な
い
対
応
を
す

べ
き
で
は
。

貝
田 

美
郎 

議
員

間伐材等搬出促進費補助金の比較

区　分
単　価

金　額
5,000 円 7,000 円

当 初 の 計 画 4,000㎥ 1,000㎥ 2,700 万円

実 績 見 込 み 6,516㎥ 1,223㎥ 4,114 万 1 千円

差　異 2,516㎥    223㎥ 1,414 万 1 千円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
事
業

総務費
隊
員
の
活
動
状
況
は

　

関
係
す
る
予
算
が
減
額

補
正
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
理
由
は
。

山
内　

政 

議
員

　

隊
員
の
異
動
に
よ
る
減

額
補
正
で
す
。

　

な
お
、
異
動
の
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

総
合
政
策
課
長

地域おこし協力隊員の異動状況

内　容 人数
４月現在　１期目：２人

　４人
　　　　　２期目：２人

途中退任
定住（１期目） ▲１人
婚姻（２期目） ▲１人

途中配置（１２月） 　１人
１２月現在 　３人

　

隊
員
の
活
動
状
況
は
。

山
内　

政 

議
員

　

１
期
目
の
隊
員
は
、
舘

岩
地
域
の
前
沢
・
た
の
せ

地
区
で
集
落
の
活
性
化

を
、
２
期
目
の
隊
員
は
、

田
島
地
域
の
永
田
地
区
で

空
き
家
の
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
か
ら
配

置
し
た
隊
員
は
、
舘

岩
地
域
の
観
光
誘
客

に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長

　

４
６
７
万
１
千
円
を
減

額
補
正
す
る
理
由
は
。

山
内　

政 

議
員

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

衛生費
減
少
要
因
の
把
握
を

　

当
初
30
基
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

の
実
績
は
19
基
で
す
。

　

年
度
内
に
あ
と
３
基
の

設
置
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
８
基
分
を
減
額
補
正

し
ま
し
た
。

環
境
水
道
課
長

　

実
績
の
減
少
要
因
は
。

山
内　

政 

議
員

　

毎
年
20
基
程
度
で
推
移

し
て
い
る
の
で
、
明
確
な

要
因
は
把
握
し
に
く
い
状

況
で
す
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
の
実

績
19
基
の
内
訳
は
、
新
築

が
７
件
、
汲
み
取
り
や
単

独
浄
化
槽
か
ら
の
改
築
が

12
件
で
す
。

環
境
水
道
課
長

合併処理浄化槽設置の推移

年　度 設置基数 補助金額

平成２３年度 ２２基 1,335 万 9 千円

平成２４年度 ２４基 1,351 万 5 千円

平成２５年度 ２５基 1,259 万 1 千円

平成２６年度 ２５基 1,268 万 7 千円

平成２７年度 ２５基 1,263 万 9 千円



12 月定例会議案審議
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

電
車
通
勤
に
支
給
す
る

通
勤
手
当
に
、
距
離
的
な

制
限
は
あ
り
ま
す
か
。

湯
田
賢
太
朗 
議
員

給
与
費
明
細
書
（
通
勤
手
当
関
係
）

その他
通
勤
手
当
に
制
限
を

　

居
住
地
の
最
寄
駅
か
ら

の
電
車
賃
を
支
給
す
る
の

で
、
距
離
的
な
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
案
第
１
０
６
号

総
務
課
長

　

町
外
か
ら
の
通
勤
に
対

す
る
手
当
に
、
制
限
を
加

え
る
べ
き
で
は
。

湯
田
賢
太
朗 

議
員

　

通
勤
手
当
の
制
限
で
、

職
員
の
居
住
エ
リ
ア
を
限

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

除
雪
委
託
料

土木費
待
機
補
償
は
含
ま
れ
る
か

　

５
５
４
６
万
９
千
円
の

追
加
補
正
で
す
が
、
待
機

補
償
は
含
ま
れ
て
い
ま
す

か
。

貝
田 

美
郎 

議
員

　

平
成
28
年
度
に
見
直
し

た
、
待
機
補
償
を
含
む
追

加
補
正
で
す
。

建
設
課
長

　

第
２
回
臨
時
会
で
、「
公

共
施
設
の
除
雪
に
あ
た
り

出
動
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

待
機
補
償
を
す
べ
き
で

は
」
と
の
質
問
に
、
町
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
比

較
し
た
が
結
論
が
出
な
い

の
で
、
年
度
中
に
整
理
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

貝
田 

美
郎 

議
員

　

道
路
の
除
雪
は
待
機
補

償
の
該
当
で
す
が
、「
道

路
以
外
の
学
校
や
公
共
施

設
な
ど
の
駐
車
場
の
除
雪

に
も
待
機
補
償
を
該
当
さ

せ
る
べ
き
」
と
の
指
摘
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

除
雪
事
業
者
に
よ
っ
て

は
、
民
間
と
公
共
の
両
施

設
を
請
け
負
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
再
度
検

討
し
て
整
理
し
ま
す
。

副
町
長

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
は
。

第 ４ 回 臨 時 会
平成２８年１０月２４日議案審議

　

請
負
金
額
が
１
億
円
を
超
え
る
非
常
に

大
規
模
な
工
事
で
す
。

　

完
成
が
平
成
29
年
３
月
31
日
で
す
が
、

繰
り
越
し
は
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

山
内　

政 

議
員

　

１
億
円
を
超
え
る
工
事
の
標
準
的
な
工

期
は
２
７
０
日
で
す
。

　

工
事
の
繰
り
越
し
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

工
期
の
延
期
を
視
野
に
対
応
し
ま
す
。

　

町
か
ら
は
、
工
事
請
負
契
約
の
議

案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
期
に
影
響
は

建
設
課
長

平成２７年の豪雨による被災箇所
（平成２７年９月１３日撮影）

昨年に引き続き雪がない年明け
（平成２９年１月６日撮影）

平
成
27
年
災
町
道
古
内
平
・

竜
伏
線
道
路
災
害
復
旧
工
事



５

12 月定例会 請願（陳情）の採択・意見書提出

　１２月定例会に提出された４件の請願は、それぞれ所管の委員会に付託され慎重な審議が
行われました。
　最終日、各所管委員会での審査結果が委員長より報告され、全ての請願を採択するととも
に、関係機関に対して意見書を提出しました。

【平成２８年１２月定例会　請願一覧表】

受理番号 請　願　名 請　　願　　者 所管委員会
（審査結果） 意見書提出先

請願第４号

慎重な憲法論議を

求める意見書提出

の請願

南会津地区平和フォーラム

代表　黒沢　富夫 氏

総務委員会

（採択すべきもの）

衆議院議長

参議院議長

衆議院憲法審査会長

参議院憲法審査会長

内閣総理大臣

内閣官房長官

請願第５号

子どもの貧困対策

の 推 進 と 強 化 を

求める意見書提出

の請願

Ｉ
アイ

女性会議福島県本部南会津

支部

代表　室井ます子 氏

文教厚生委員会

（採択すべきもの）

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

総務大臣

財務大臣

文部科学大臣

１億総活躍担当大臣

請願第６号

介 護 保 険 制 度 の

サ ー ビ ス 縮 小 を

行 わ な い こ と を

求める意見書提出

の請願

公益社団法人　認知症の人と

家族の会

福島県支部南会津地区会

代表　青島ヤヨイ 氏

文教厚生委員会

（採択すべきもの）

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

厚生労働大臣

経済再生担当大臣

請願第７号

東京オリンピック

関 連 施 設 へ の

南 会 津 町 産 森 林

認証木材の使用を

求める意見書提出

の請願

ＮＰＯ法人　みなみあいづ

森林ネットワーク

会長　室井　　武 氏

南会津森林認証推進協議会

会長　関根　健裕 氏

産業建設委員会

（採択すべきもの）

東京都知事

五輪担当大臣

農林水産大臣

環境大臣

復興大臣

林野庁長官



６

 
一  
般  

質  

問
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
執
行
機
関
に
問
題
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
て
政
治
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　平成２８年１２月定例会の一般質問が、１４日と１５日の２日間にわたり

行われ、通告した７人の議員が登壇し、町の対応や考え方などを問いました。

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

　町政を問う！

１　大桃　英樹　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・７㌻
　　①農業を次代に繋ぐために

　　②新型特急乗り入れを観光産業振興の起爆剤に

２　山内　　政　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・８㌻
　　①地域防災について

　　②観光交流事業の推進について

３　渡部　訓正　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・９㌻
　　①木質バイオマス燃料の普及について

　　②全国学力テスト結果への対応について

４　森　　秀一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・10㌻
　　①伊南地域への「道の駅」整備について

　　②統合による旧小・中学校体育館の有効活用について

５　星　登志一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・11㌻
　　①職員の不祥事と今後の対策

　　②来年度予算編成と職の創出

６　室井　嘉吉　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・12㌻
　　①平成２９年度予算編成について

　　②特急乗り入れの準備について

　　③県立病院の充実について

７　湯田　　哲　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・13㌻
　　①高齢ドライバーの免許証の返納推進を

　　②ワンコイン＋町民パス券でバスが利用し易い環境を

　　③授業用コンピュータの進化への早期対応を



　

新
規
就
農
で
水

　

稲
を
栽
培
す
る

場
合
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
や

乾
燥
機
な
ど
の
設
備
に
多

額
の
初
期
投
資
が
必
要
で

す
。

　

機
械
の
購
入
を
支
援
す

る
考
え
は
。

大
桃　

英
樹　

議
員

町政を問う
一般質問

　

土
地
利
用
型

　

作
物
で
あ
る

水
稲
は
、
町
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
作
物
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
規
就
農
者

を
含
め
た
担
い
手
の
方
々

が
、
安
心
し
て
栽
培
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。 問町

長

７

町長＝担い手が安心して栽培できる体制を構築
水稲栽培の設備投資に支援を

　

東
武
鉄
道
新
型

　

特
急
の
乗
り
入

れ
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
施
予
定
の
事
業
と
住

民
参
加
の
機
会
は
。

　

町
で
は
、
下

　

表
の
と
お
り

３
つ
の
柱
に
よ
る
関
連
事

業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
の
振

興
に
は
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
観
光
誘
客
の
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
や

商
工
会
、
観
光
物
産
協
会

な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問町
長

新
型
特
急
乗
り
入
れ
へ
の
準
備
は

町
長
＝
３
つ
の
柱
で
事
業
を
検
討

　

市
民
農
園
を
設

　

置
し
て
、
町
民

が
農
業
に
触
れ
る
機
会
を

創
出
し
て
は
。

　

本
町
は
典
型

　

的
な
農
山
村

地
域
で
あ
り
、
市
民
農
園

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
特
に
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
農
業
体
験

は
大
変
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
保
育
所

や
学
校
な
ど
で
取
り
組
め

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
て
進
め
ま
す
。

問町
長

　

特
急
が
走
る
沿

　

線
の
環
境
美
化

や
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
た
花
の
植
栽
な
ど
を
す

る
考
え
は
。

　

荒
海
地
区
区

　

長
会
な
ど

で
、
沿
線
の
景
観
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
駅
周
辺
の
環

境
整
備
や
花
壇
整
備
の
ほ

か
に
、
車
窓
か
ら
の
景
観

整
備
と
し
て
桜
や
ツ
ツ
ジ

を
植
栽
す
る
な
ど
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問

町
長

新型特急乗り入れに向けた検討内容

３つの柱 関連事業

①首都圏からの誘客
二次交通対策、バスツアー、教育
旅行の誘致など

②会津地方から首都圏
　への送客

会津鉄道㈱と連携した町民号の運
行など

③会津田島駅周辺の
　魅力向上

中心市街地まちなみ整備、まちな
か観光案内人の育成、まちなか散
策マップなど

　町政を問う！



町政を問う
一般質問

山
内　
　

政　

 

議
員

８

町長＝いずれも浸水想定区域内にない
浸水想定区域に要配慮者施設はあるか

　

台
風
10
号
に
よ

　

り
、
岩
手
県
岩

泉
町
で
は
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
死

亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
浸
水
想
定
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

の
被
災
で
し
た
。

　

本
町
の
浸
水
想
定
区
域

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
の
要
配
慮
者

施
設
は
あ
り
ま
す
か
。

　

本
町
の
浸
水

　

想
定
区
域
内

に
、
要
配
慮
者
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問

町
長　

要
配
慮
者
施
設

　

に
避
難
計
画
は

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

左
表
の
と
お

　

り
、
17
施
設

の
う
ち
10
施
設
で
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

問町
長

　

町
内
に
は
、
ラ

　

ジ
オ
放
送
が
受

信
で
き
な
い
地
域
が
あ
る

た
め
、
災
害
に
よ
る
避
難

先
で
情
報
が
伝
わ
ら
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

難
聴
地
域
の
解
消
に
向

け
て
、
放
送
局
と
協
議
す

る
考
え
は
。

　

非
常
災
害
が

　

発
生
し
た
場

合
は
、
防
災
行
政
無
線
を

利
用
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

島
放
送
局
の
非
常
災
害

ニ
ュ
ー
ス
を
放
送
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

問

町
長

観
光
交
流
事
業
の
推
進
策
は

町
長
＝
沿
線
自
治
体
と
連
携

　

平
成
29
年
度
以

　

降
の
観
光
客
入

込
数
の
増
加
に
向
け
た
観

光
交
流
事
業
は
。

問

　

東
武
鉄
道
新

　

型
特
急
の
会

津
田
島
駅
乗
り
入
れ
を
絶

好
の
契
機
と
捉
え
、
台
東

区
や
日
光
市
な
ど
沿
線
自

治
体
と
連
携
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
た
誘
客

対
策
を
展
開
し
ま
す
。

町
長

要配慮者施設一覧

区　分 名　　称 避難計画の有無

介 護 施 設

田 島 ホ ー ム

伊 南 ホ ー ム

南 郷 ホ － ム

湯
ゆ

花
か

里
り

苑 ○

グループホーム花南会津 ○

優
ゆう

雅
が

○

輝
かがやき

障がい者施設

あ か ま つ 荘

ひ か り 園

あ た ご 共 同 作 業 所

保 育 施 設

田 部 原 保 育 所 ○

伊 南 保 育 所 ○

南 郷 保 育 所 ○

び わ の か げ 保 育 所 ○

田 島 保 育 園 ○

幼児教育施設
舘 岩 幼 稚 園 ○

暁
あけ

の 星
ほし

幼 稚 園 ○

　

な
お
、
残
り
７
施
設
は

県
の
指
導
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
中
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

　

し
か
し
、
普
段
か
ら
ラ

ジ
オ
放
送
が
聞
け
る
よ
う

に
改
善
す
る
必
要
も
あ
る

の
で
、
今
後
も
放
送
事
業

者
へ
要
望
し
な
が
ら
、
難

聴
地
域
解
消
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。



　

木
質
バ
イ
オ
マ

　

ス
燃
料
の
活
用

は
、
循
環
型
社
会
の
形
成

と
地
産
地
消
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

会
津
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ

ル
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
活
用
の
現
状
は
。

問

　

平
成
28
年
度
の

　
「
全
国
学
力
テ

ス
ト
地
区
別
平
均
正
答
率

の
順
位
」
が
教
育
事
務
所

単
位
で
公
表
さ
れ
、
南
会

津
教
育
事
務
所
管
内
の
小

中
学
校
が
県
内
で
最
下
位

で
し
た
。

　

教
育
向
上
の
成
果
は
一

朝
一
夕
に
は
見
え
ま
せ
ん

が
、
イ
メ
ー
ジ
低
下
の
払

拭
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
へ
の
対
応
は

教
育
長
＝
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成

問

　

こ
の
ボ
イ
ラ

　

ー
施
設
は
、

平
成
28
年
11
月
に
福
島
ミ

ド
リ
安
全
㈱
か
ら
町
に
無

償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
年
12
月
か

ら
再
稼
働
し
、
冬
期
間
の

熱
需
要
に
備
え
て
本
格
的

に
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

町
長

　

こ
の
調
査

　

は
、
学
力
の

特
定
の
一
部
分
を
測
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
序
列
化

や
過
度
な
競
争
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
調
査
結
果
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
各
学

校
で
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
学
習
意
欲
や

自
信
に
つ
な
げ
る
た
め
の

学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
指
導
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

９

渡
部　

訓
正　

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝今後も働きかけを進める
特別養護施設への木質バイオマス燃料の普及を

教
育
長

無償譲渡された木質バイオマスボイラー施設（舘岩地域高杖原地内）

　

特
別
養
護
施
設

　

な
ど
へ
の
新
た

な
整
備
方
針
は
。

　

特
別
養
護
施

　

設
な
ど
へ
の

ボ
イ
ラ
ー
導
入
の
可
能
性

は
現
在
調
査
中
で
す
が
、

導
入
が
実
現
す
れ
ば
一
定

の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
今
後
も
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
ま
す
。

問

町
長



町政を問う
一般質問

森　
　

秀
一　

 

議
員

10

町長＝慎重な検討が必要
伊南地域に道の駅の整備を

　

伊
南
地
域
に

　

は
、
観
光
客
が

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
観
光

情
報
を
得
た
り
、
地
域
の

特
産
物
な
ど
を
購
入
で
き

る
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
の
駅
を
整
備
す
る
考

え
は
。

　

国
道
２
８
９

　

号
や
３
５
２

号
の
整
備
状
況
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
設
置
場
所

や
運
営
主
体
を
含
め
て
健

全
な
運
営
の
維
持
と
地
域

拠
点
の
機
能
強
化
な
ど
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
第
２
次
南
会
津

町
総
合
振
興
計
画
に
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
現
時
点
で
伊
南
地
域

に
道
の
駅
を
整
備
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問町
長

旧
小
中
学
校
体
育
館
の
有
効
活
用
は

町
長
＝
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
利
活
用

　

学
校
の
統
廃
合

　

に
よ
り
、
学
校

施
設
と
し
て
利
用
し
て
い

な
い
体
育
館
が
あ
り
ま

す
。 問

　

現
在
、
学
校

　

施
設
と
し
て

利
用
し
て
い
な
い
体
育
館

は
４
館
あ
り
、
平
成
29
年

度
は
檜
沢
中
学
校
の
統
合

で
５
館
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
体
育
館
の
利

用
状
況
な
ど
は
左
表
の
と

町
長

旧小中学校体育館の利用状況等

学校名 利　用　状　況　等

針 生 小
◆ スポーツや高齢者団体、ＮＰＯ法人などの活動
◆ 県外の高校や大学の合宿などで通年利用
◆ 引き続き利用が見込まれる

上 郷 小
◆ 現代版組踊チームの練習
◆ 地域のスポーツ少年団の練習
◆ 引き続き利用が見込まれる

伊 南 小
◆ 現在は閉鎖中
◆ 将来的に解体予定

南郷第二小

◆ 茅の保管場所として一時的に利用
◆ 今後は、文化・スポーツ活動での町民利用や、類似施
　 設改修時の代替施設、合宿誘致などによる利用方針を
　 検討中

檜 沢 中
・学校開放事業により利用中
・平成２９年度以降の利用は、利活用検討会議で協議中

　

各
体
育
館
の
利
用
状
況

を
整
理
し
、
観
光
誘
客
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
幅
広
く

利
活
用
す
べ
き
で
は
。

お
り
で
あ
り
、
旧
伊
南
小

学
校
以
外
の
体
育
館
は
、

引
き
続
き
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
て
利
活
用
し
ま

す
。

解体が予定されている旧伊南小学校体育館
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登
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電
車
で
通
勤

　

し
て
い
る
職

員
が
、
６
カ
月
分
の
定
期

券
を
購
入
し
て
手
続
き
を

し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
の

う
ち
に
払
い
戻
し
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

以
降
の
通
勤
方
法
を
含

め
て
実
害
は
調
査
中
で
す

が
、
そ
の
結
果
、
懲
戒
処

分
に
該
当
す
る
事
実
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
再
度

懲
戒
審
査
委
員
会
を
開
催

し
て
報
告
し
ま
す
。

　

通
勤
手
当
に
関

　

す
る
不
祥
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
害
の

金
額
と
今
後
の
対
策
は
。

問町
長

町長＝上司による指導・管理を徹底
職員の不祥事と今後の対策は

　

町
の
条
例
や

　

規
則
な
ど
で

は
規
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、地
方
公
務
員
法
で
は
、

「
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
関

　

す
る
不
祥
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
守
秘
義

務
違
反
は
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

問町
長

　

本
件
は
、
職

　

務
上
知
り
得

た
秘
密
を
※
１

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介

し
て
不
特
定
多
数
に
故
意

に
漏
ら
し
た
た
め
、
守
秘

義
務
違
反
で
処
分
に
至
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
処
分
で
、
職
員

の
発
言
の
規
制
や
発
想
力

の
低
下
に
は
結
び
つ
か
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ

　

り
、
職
員
の
自

由
な
発
言
の
規
制
や
発
想

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

町
の
考
え
は
。

問町
長

平
成
29
年
度
の
新
た
な
雇
用
対
策
は

町
長
＝
現
在
の
支
援
制
度
を
効
果
的
に
運
用

　

平
成
29
年
度

　

の
、
雇
用
対
策

に
関
す
る
新
た
な
事
業
計

画
は
。 問

　

新
規
事
業
の

　

予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
実
施
し

て
い
る
支
援
制
度
を
継
続

し
、
よ
り
効
果
的
な
運
用

に
務
め
ま
す
。

町
長

　

過
去
の
政
策
と

　

実
績
は
。

　

ま
た
、今
後
の
方
針
は
。

問
　

緊
急
雇
用

　

創
出
事
業
で

は
、
過
去
５
年
間
で
延
べ

３
９
８
人
が
雇
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
青
年
就
農
給
付

金
の
交
付
を
受
け
た
新
規

就
農
者
が
、
過
去
４
年
間

で
延
べ
34
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
建
設
業
分
野

や
介
護
福
祉
分
野
で
の
人

手
不
足
が
際
立
っ
て
い
る

の
で
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
解
消
と
若
者
定
着
を

重
点
に
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

町
長

用語

※
１

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

　

共
通
の
趣
味
を
持
つ
人
達
と
の
交
流
の
場
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
構
築
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
総
称

　
「Facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）」
や
「Tw

itter
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）」

な
ど
が
有
名 　

今
後
は
、
同
様
の
不
正

行
為
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

上
司
に
よ
る
指
導
・
管
理

を
徹
底
し
ま
す
。



町政を問う
一般質問

室
井　

嘉
吉　

 

議
員

町長＝若者定着、子育てなどの支援で地域力を向上
平成２９度予算編成の考えは

12

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
特
急
乗
り
入
れ
の
準
備
に
つ
い
て

　
「
新
し
い
潮

　

流
を
創
造
し

地
域
活
力
の
向
上
を
目
指

す
！　

働
く
環
境
、
子
育

て
環
境
、
移
住
定
住
の
充

　

平
成
29
年
度
予

　

算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
と
重
点
施
策

は
。 問

町
長

県
立
病
院
の
診
療
体
制
の
充
実
を

町
長
＝
眼
科
、
精
神
科
、
産
婦
人
科
の
充
実
を
求
め
る

　

県
立
病
院
を
地

　

域
振
興
に
活
用

す
る
方
針
が
、
第
３
次
県

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
盛

り
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
振
興
の
立
場
で
は

歓
迎
さ
れ
ま
す
が
、
ま
ず

は
診
療
体
制
の
充
実
を
最

優
先
す
べ
き
で
す
。

　

町
の
考
え
は
。

問
　

県
立
南
会
津

　

病
院
は
、
南

会
津
地
域
医
療
の
中
核
機

関
と
し
て
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
次
県
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
で
は
、
町

は
同
病
院
の
眼
科
、
精
神

科
、
産
婦
人
科
な
ど
の
充

実
を
盛
り
込
む
よ
う
強
く

町
長

平成２９年度の５つの重点施策

要
望
す
る
と
と
も
に
、
郡

内
４
町
村
や
各
議
会
と
連

携
し
て
病
院
機
能
の
充
実

強
化
を
関
係
機
関
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
立
病
院
を
地

域
振
興
と
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
は
現
在
ま
で
町
に

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
段
階
で
同
病

院
を
改
革
プ
ラ
ン
に
盛
り

込
む
考
え
は
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

実
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
予

算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
重
点
施
策
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

区　分 内　　　　　容

働く環境と町民所得
の向上

◆ 新規就農者の支援
◆ 地場産業の振興
◆ 企業の人材育成や経営基盤の強化

福祉と子育て環境の
充実

◆ 年長児童の保育料無料化の継続
◆ 妊産婦の不安と負担の軽減
◆ 高齢者などの社会的弱者に対する介護・医療・生活
　 支援の連携による総合的な支援

地域力の向上

◆ Ｉ・Ｕターンによる移住定住の促進と定住者への
　 支援
◆ ４地域の特性を生かした地域づくりの推進
◆ 集落内で助け合う力を強化するための集落支援

東武鉄道新型特急の
会津田島駅乗り入れ

◆ 交流人口の拡大
◆ 地域経済活性化に向けた情報発信と観光客の受入
　 体制を整備

関東・東北豪雨災害
からの着実な復興

◆ 被災施設の復旧
◆ 生活基盤・生産基盤の着実な復興



　

利
用
者
が
少

　

な
い
こ
と
は

以
前
か
ら
の
課
題
で
あ

り
、
利
用
者
の
意
向
調
査

や
試
験
運
行
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
な
ど

の
提
案
も
施
策
の
一
つ
と

捉
え
、
集
落
が
点
在
す
る

地
理
的
な
要
因
や
医
療
、

買
い
物
と
い
っ
た
生
活
拠

点
と
の
関
わ
り
な
ど
、
町

民
が
よ
り
利
用
し
や
す
い

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
公

共
交
通
の
在
り
方
を
、
引

き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

利
用
者
が
少
な

　

い
赤
字
路
線
で

も
、
町
の
助
成
金
に
よ
っ

て
バ
ス
交
通
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
近
距
離
な
ら

ば
ワ
ン
コ
イ
ン
１
０
０

円
、
遠
距
離
で
も
２
０
０

円
の
低
料
金
と
し
、
一
人

で
も
多
く
の
町
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
環
境
を
整
え

る
べ
き
で
は
。

問

町
長

13

※
１
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
積
極
的
活
用
を

教
育
長
＝
適
切
な
時
期
を
見
極
め
導
入

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教

　

育
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
、
南
郷
小
学
校
と

荒
海
中
学
校
に
電
子
黒
板

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
の
状
況
と
、
先
生

や
児
童
生
徒
の
感
想
は
。

　

児
童
生
徒
へ

　

の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、「
楽
し
い
」「
分

か
り
や
す
い
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
で
の
授
業
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
回

答
が
多
く
、
学
習
意
欲
の

高
ま
り
と
理
解
の
深
ま
り

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

問
　

他
の
10
校
へ

　

も
、
早
期
に
導

入
す
べ
き
で
は
。

　

児
童
生
徒
が

　

自
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
操
作
す
る
こ
と

で
、
教
育
大
綱
の
基
本
目

問 教
育
長

教
育
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
証
の
返
納
推
進
を

用語

※
１

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
授
業

湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝利用しやすい交通の在り方を検討
ワンコインでバスを利用しやすい環境を

標
で
あ
る
「
自
ら
学
ぶ
人

の
育
成
」
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

各
校
へ
の
導
入
は
、
既

存
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

リ
ー
ス
残
期
間
な
ど
も
考

慮
し
、
適
切
な
時
期
を
見

極
め
て
導
入
し
ま
す
。ＩＣＴ機器を使用した授業のようす（平成 28 年 11 月 4 日 荒海中学校）
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行 政 視 察 研 修 の
調 査 報 告総務委員会産業建設委員会

総
務
委
員
会　
楠　
　

正
次
・
貝
田
美
郎
・
室
井
英
雄

菅
家
幸
弘
・
星
登
志
一
・
五
十
嵐
司

　
　
　

平
成
28
年
10
月
４
日(

火)

～
６
日(

木)

　

北
海
道
東
川
町

　
　
　

人
口
増
加
と
移
住
・
定
住
対
策

　

北
海
道
上
富
良
野
町

　
　
　

移
住
・
定
住
対
策

子
育
て
に
対
す
る
多
彩

な
支
援
と
助
成
事
業

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

多
様
な
取
り
組
み

　

北
海
道
東
川
町
の
人
口

は
、
昭
和
31
年
６
月
の

１
万
８
１
４
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
平
成
５
年
に

は
７
千
人
を
割
り
こ
み
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
施
策

を
目
標
に
掲
げ
、「
子
育

て
支
援
」「
起
業
家
支
援
」

「
町
有
地
の
宅
地
造
成
・

分
譲
」
を
進
め
て
き
た
結

果
、
平
成
７
年
か
ら
徐
々

に
人
口
が
増
加
し
、
平
成

28
年
３
月
末
現
在
の
人
口

は
８
０
１
８
人
で
す
。

　

人
口
増
加
や
移
住
・
定

住
対
策
の
主
な
事
業
は
左

東川町の人口増加や移住・定住対策の主な取り組み

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

東 川 風 住 宅

◆ 「豊かな暮らしや暖かさは住まいから」という考
　 えのもと、ふさわしい住宅の基準などを策定
◆ 住宅を新築する場合、カーポートや物置の建築費
　 の２分の１（上限５０万円）を助成したところ、　
　 平成１８年度以降は９０棟以上が新築
◆ Ｕターン者に対しても、新築は２００万円、改築
　 は１００万円を助成

君 の 椅 子
プロジェクト

◆ 誕生した子どもに、「シリアルナンバー」「氏名」
　 「生年月日」を刻印した「世界に一つだけの椅子」
　 を贈ることで、町民の絆と連携意識が高揚

起 業 家 支 援
◆ 固定資産の取得費用の３分の１以内（上限１００
　 万円）を助成し、平成１５年度から平成２７年度
　 までに８０件を超える起業家を支援

表
の
と
お
り
で
す
。

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
事
業

が
多
く
、
特
に
「
君
の
椅

子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

子
ど
も
の
誕
生
を
町
全
体

で
祝
福
し
、
健
や
か
な
成

長
を
見
守
る
こ
と
で
、
東

川
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
が
持
て
る
取
組
み
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
対
す
る
多
彩

な
支
援
と
助
成
事
業

定
住
移
住
促
進

計

画

の

策

定

　

北
海
道
上
富
良
野
町
の

人
口
は
、
昭
和
30
年
の
自

衛
隊
駐
屯
に
よ
り
急
増

し
、
昭
和
33
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
１
万
９
１
８
２ 

人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
以
降
は
減
少

が
続
き
、
平
成
12
年
か
ら

平
成
22
年
ま
で
の
10 

年

間
で
、
少
子
化
な
ど
の

自
然
減
少
や
転
出
な

ど
の
社
会
減
少
で
約

１
２
０
０
人
が
減
少
し
、

１
万
１
５
４
３
人
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年

３
月
に
「
上
富
良
野
町
定

住
移
住
促
進
計
画
」
を
策

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
定
住
移
住
希
望
者
に
対

し
て
分
か
り
や
す
く
、
き

め
細
か
に
対
応
で
き
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
充
実
と
強
化
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
以
降
の
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

調

査

結

果

　

両
町
を
視
察
し
て
、
あ

ら
た
め
て
南
会
津
町
も
南

会
津
ら
し
さ
の
追
求
と
生

活
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
、
人
材
や
産
業
の
育
成

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
町
職
員
の
意
識

と
し
て
「
前
例
が
な
い
」

上富良野町での視察のようす

ま
で
の
移
住
実
績
は
、
確

認
で
き
た
範
囲
で
41
件
66

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
お
金
が
な
い
」
な
ど
の

出
来
な
い
理
由
を
探
さ

ず
、「
ど
う
す
れ
ば
出
来

る
か
」
と
い
う
徹
底
し
た

姿
勢
も
必
要
で
す
。

　

移
住
・
定
住
先
に
選
択

さ
れ
る
た
め
に
も
、
究
極

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
事
業
展
開

で
、
町
民
が
町
に
誇
り
を

持
ち
、協
力
を
惜
し
ま
ず
、

郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
町
を

目
指
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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産
業
建
設
委
員
会　
湯
田
賢
太
朗
・
森　

秀
一
・
湯
田
良
一

湯
田　

哲
・
星　

光
久　
　
　
　
　

　
　
　
　

平
成
28
年
11
月
８
日(

火)

～
10
日(

木)

　

佐
賀
県
農
業
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

長
崎
県
波
佐
見
町

　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培

　

長
崎
県
諫
早
市

　
　

有
害
鳥
獣
対
策

子
育
て
に
対
す
る
多
彩

な
支
援
と
助
成
事
業

灌
水
技
術
の
確
立
と

高
温
・
排
水
対
策

　

佐
賀
県
農
業
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
降
雪
が

な
い
た
め
の
長
期
間
収

穫
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
の
灌

水
技
術
の
確
立
、
夏
の
高

温
対
策
や
排
水
対
策
、
土

づ
く
り
の
た
め
の
施
肥
基

準
の
確
立
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

調

査

結

果

　

寒
暖
差
の
大
き
い
南
会

津
町
で
は
、
夏
の
高
温
対

策
が
比
較
的
必
要
な
い
の

で
、
病
虫
害
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
栽
培
技
術
の
向

上
で
、
生
産
者
の
所
得
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。

新
規
栽
培
者
へ
の
補
助

　

長
崎
県
波
佐
見
町
で

は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
初

め
と
し
て
、
水
稲
、
麦
、

大
豆
、
茶
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。

　

特
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
ハ
ウ
ス
栽
培
を
主
流
と

し
、
ハ
ウ
ス
建
設
に
対
す

る
補
助
や
苗
の
購
入
補
助

で
、
新
規
栽
培
者
の
増
加

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

調

査

結

果

　

南
会
津
町
で
は
、
高
品

質
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
生

産
で
き
る
下
地
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

資
材
な
ど
に
対
す
る
補

助
制
度
を
充
実
さ
せ
、
農

家
負
担
の
軽
減
で
新
規
栽

培
者
の
増
加
に
取
り
組
む

こ
と
で
、「
会
津
田
島
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
知
名
度

の
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

長
崎
県
諫
早
市
で
は
、

「
電
気
柵
」「
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
」
の
設
置
や

捕
獲
奨
励
金
制
度
な
ど
、

有
害
鳥
獣
か
ら
農
産
物
を

守
る
対
策
を
、
自
治
会
や

猟
友
会
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
獣
肉
の
有
効

活
用
と
埋
設
処
理
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
鳥
獣

肉
処
理
加
工
施
設
を
建
設

し
、
そ
の
運
営
を
「
諫
早

市
鳥
獣
処
理
加
工
販
売
組

合
」
が
担
っ
て
い
ま
す
。

調

査

結

果

　

諫
早
市
の
有
害
鳥
獣
対

策
は
、
主
に
イ
ノ
シ
シ
で

す
。

　

対
象
と
な
る
有
害
鳥
獣

の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い

る
こ
と
が
、
被
害
の
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
獣
肉
の
加
工

販
売
は
、
福
島
県
で
は
放

射
能
の
課
題
も
あ
る
の
で

直
ち
に
事
業
化
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
将
来
的
に
検
討

が
必
要
で
す
。

総務委員会
行 政 視 察 研 修 の
調 査 報 告 産業建設委員会

佐波見町のハウス栽培を視察

諫早市で設置する電気柵
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行 政 視 察 研 修 の
調 査 報 告文教厚生委員会

医
療
と
介
護
の

連

携

が

重

要

　

奈
良
県
河
合
町
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
対

し
て
医
療
面
の
相
談
が
多

く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
て
医
療
と
介
護

の
関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
互
い
の
分
野
に
対
す

る
認
識
や
理
解
の
不
足
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
医
療
と
介
護

の
情
報
共
有
こ
そ
が
利
用

者
に
有
益
に
な
る
と
判
断

し
、
関
係
者
に
よ
る
交
流

会
や
研
修
会
を
開
催
し
な

調

査

結

果

文
教
厚
生
委
員
会　
大
桃
英
樹
・
山
内　

政
・
室
井
嘉
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

平
成
28
年
11
月
８
日(

火)

～
10
日(

木)

　

奈
良
県
河
合
町

　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

奈
良
県
奈
良
市

　
（一社）
Ｓ
Ｐ
Ｓ
ラ
ボ
若
年
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
き
ず
な
や
」

　
　
　

地
域
資
源
を
使
っ
た
若
年
性
認
知
症
対
策

が
ら
信
頼
関
係
の
構
築
と

ス
キ
ル
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
を
共
有
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
情
報
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
た

め
、
関
係
者
の
的
確
な
指

示
に
よ
る
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

で
す
。

　

若
年
性
認
知
症
は
、
年

齢
の
若
い
時
期
に
発
症
す

る
こ
と
で
発
見
が
遅
く
な

る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
的
な
認
知

度
が
低
い
こ
と
も
、
そ
の

要
因
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
が
患
者
を
理
解

し
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち

合
う
社
会
に
す
る
た
め
に

も
、
多
様
な
視
点
や
考
え

を
集
め
な
が
ら
対
策
を
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

調

査

結

果

　

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
な
が
り
ま
し

た
が
課
題
も
多
く
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
利
用
状
況

や
経
過
、
医
療
機
関
か
ら

の
指
導
な
ど
、
常
に
情
報

を
入
力
・
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
、
対
象
者
が
増
え

る
と
対
応
が
厳
し
い
よ
う

で
す
。

　

情
報
を
共
有
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
有
効
で
す
が
、
共
有

す
る
情
報
と
対
象
者
の
検

討
も
必
要
で
す
。

　

国
は
２
０
２
５
年
を
目

途
に
、
自
治
体
の
主
体
性

と
地
域
の
特
性
に
合
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

河
合
町
の
よ
う
に
町
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
同
じ

課
題
意
識
を
持
ち
、「
医

療
と
介
護
の
連
携
」
に
着

目
し
た
体
制
づ
く
り
と
計

画
づ
く
り
の
実
践
が
望
ま

れ
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る

取

り

組

み

　
「
き
ず
な
や
」
は
、
若

年
性
認
知
症
対
策
と
奈
良

市
追お

い
わ
け分
地
区
の
地
域
振
興

を
目
的
に
発
足
し
た
一
般

社
団
法
人
で
、
市
内
外
か

ら
１
日
３
人
、
週
10
人
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
同
地

区
の
荒
廃
し
た
「
梅ば
い
り
ん林
」

の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

地
域
住
民
の
願
い
と
、

若
年
性
認
知
症
の
サ
ポ
ー

ト
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の

取
り
組
み
は
、
現
在
は
梅

林
整
備
と
併
せ
て
薬
用
植

物
の
「
大や

ま
と
た
ち
ば
な

和
橘
」
も
栽
培

し
、
地
元
商
店
の
協
力
を

得
て
商
品
開
発
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

河合町での視察のようす

薬用植物「大和橘」
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議
会
広
報
委
員
会　
星　

光
久
・
森　

秀
一
・
貝
田
美
郎

室
井
英
雄
・
室
井
嘉
吉　
　
　
　
　

　
　
　
　

平
成
28
年
10
月
26
日(

水)

　

群
馬
県
玉
村
町

　
　

議
会
広
報
紙
の
作
成
の
取
り
組
み

子
育
て
に
対
す
る
多
彩

な
支
援
と
助
成
事
業

編

集

方

針

　

群
馬
県
玉
村
町
の
議
会

だ
よ
り
は
、
読
み
や
す
く

解
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
心
が
け
、
写
真
の
使
い

方
や
配
置
、
紙
面
の
レ
イ

ア
ウ
ト
や
文
字
の
大
小
の

バ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
適
度

な
余
白
の
と
り
方
な
ど
に

注
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
難
し
い
役
所
言

葉
は
で
き
る
だ
け
使
わ

ず
、
や
む
を
得
ず
使
用
す

る
と
き
は
解
説
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
手
に
取
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
特

徴
あ
る
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

調

査

結

果

①
一
般
質
問
の
編
集

　

通
告
者
が
要
約
原
稿
を

作
成
す
る
方
式
で
、
会
議

閉
会
後
に
第
一
答
弁
書
と

録
音
テ
ー
プ
を
配
付
し
、

原
稿
と
写
真
を
添
え
て
提

出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
再
質
問
も
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
第
一
答

弁
書
の
み
で
対
応
し
て
い

る
「
み
な
み
あ
い
づ
議
会

だ
よ
り
」
と
比
較
す
る
と

画
期
的
で
す
。

②
広
報
誌
の
印
刷

　

紙
面
の
構
成
や
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
も
含
め
て
印
刷

業
者
に
委
託
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
編
集
す
る
際

に
、
広
報
委
員
会
で
掲
載

文教厚生委員会

す
る
記
事
や
編
集
方
針
、

ペ
ー
ジ
割
り
な
ど
を
決
定

し
、
各
委
員
が
割
り
当
て

ら
れ
た
原
稿
と
写
真
な
ど

の
資
料
を
準
備
す
る
の
み

で
、
編
集
の
負
担
が
相
当

量
軽
減
さ
れ
て
れ
い
ま

す
。

行 政 視 察 研 修 の
調 査 報 告 議会広報委員会

日 時 　１０月３０日（日）　午後６時００分から
会 場 　湯ノ花温泉交流センター
参 加 者 　区長ほか２９名

出 席 議 員 　大桃　英樹・貝田　美郎・湯田　良一
　湯田　　哲・山内　　政・星　登志一

質 疑 事 項 　① 町税滞納額が多い理由は
　② 鳥獣対策の内容は

要望・意見

　① ラジオが聞こえない地域の解消を
　② 貝原地区の素掘り水路の解消を
　③ 新型特急乗り入れを踏まえて、舘岩地域への
　　 二次交通対策を

貝原区・角生区・湯ノ花区・水引区

議 会 報 告 会
－ 町民と共に歩む議会であるために － ９月定例会の結果を１会場で報告（70 回）

　

さ
ら
に
、
印
刷
業
者
が

作
成
し
た
ゲ
ラ
刷
り
を
基

に
校
正
す
る
こ
と
で
、
同

町
で
は
編
集
方
針
が
十
分

達
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

※質疑事項および要望・意見は一部のみ掲載しています。なお、いただいた意見や要望は所管委員会で調査し、
　結果を各区長宛に回答しました。

玉村町での視察のようす
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議会広報委員会
委 員 長 星　　光久
副 委 員 長 森　　秀一
委 員 貝田　美郎

丸山　陽子
室井　英雄
室井　嘉吉

平成２９年第１回定例会
３月１０日（金）開会予定

－ 明けましておめでとうございます －
議会のタイムリーな情報をいち早く皆さんにお届けするために、
議会広報委員会は、今年も議会だよりの早期発行に取り組みます。
どうぞよろしくお願いします。

１２月定例会傍聴のようす
たくさんの方が議会を傍聴されました

正月の恒例行事
初老の大厄を祓う「みかんまき」

平成３年度田島中学校卒業生


